










柳 沼 重 剛  
前号において筆者は、ギリシア悲劇詩人における－Sis名詞の用法、特にその  
periphrasticな用法－Sis名詞の派生源である動詞を、使えぼ使えるのにそ  























【1］   




ーシポーン弾劾』（C才）、デーモステネース（Dem〉の『王冠について』（Cor）。   
使用テクストは、前回はすべて0Ⅹford ClassicalTexts（OCT）に依った  




念のために説明しておくと、   
Al：－SisがCOpulaないしはそれに類する動詞（e～〆，r恒叩α∠，ぎp脚∠αど  
など）の主語になっている場合。   
A2：－Sisが上記以外の一般の動詞の主語になっている場合。   
A3：－Sisが文法上の要求から斜格にはなっているが、意味から言えば主  
言吾だという場合（例えば不定法の意味上の主語としての対格）。   
Bl：－Sisが‘Auxiliary Verb’（例えば汀0血丁∠♂仲‘）の目的語になって  
いる場合。   
月2：－Sisが一般動詞の目的語になっている場合。   
B3：－Sisが前置詞を伴って自動詞に連なっている場合（例えば∈～ゞ一－♂rリ  
絢叩皿）。   
B4：－Sisが属格支配・与格支配の動詞（場合によっては形容詞）の目的語  
となっているが、意味の上ではB2に準ずる場合。   
C：－Sisが（殆どの場合前置詞を伴って）副詞節相当句になっている場合。   




だけである。   
1・αアp£叩（11．2）：ン∂レTO‘∂りぶリJ∂ゐン打αPgOUげ言仙，r占rヮ，∂′紬〃川ぎpe♂∫リ．  
「二つある道のどちらかを選ばせてあげよう」と言っているのだから B2。こ   
－Sis名詞再考  
の 巌叫〃 を助動詞と見なすかどうかは微妙な所。私は、これは「”させる」  
ではなくやはり「許す」「認める」と解してB2 とした。   
これに対するギュゲースの答（11．3）は ど〟言丁ミリ≡一両／仙dMり一片α∠ガん∂ご∈∫リ  
∂沼印加亡TOrα∂丁ワン竺姐というのだが、今度は、「そのような選択を（決める  
ことを）無理強いしないで下さいと嘆願した」ので、periphrastic と考えるに  
．及ばず。不採用。   
2・ん中畑叩（116・1）：丁占リノヨ♂でソ〔～r∈αざげ≠r… dソdフ′ン仙♂∫ゞαヱ；丁のら・「その子の  
α川笹川川彗 がアス  テユアダースの（頭の）中に入って行った」とは「その子が誰  
であるか知っているように思えて来た」ということだからA2。   
3・d冗d∂Eぎ‘9（Prooem・）：【ガpo∂みロリーノゴjrr叩巧げげg〃ゞ三竺竺’rゞ坤がご・  
余りにも有名なヘーロドトス第1巻冒頭の文。「これはハリカルナッソスのへ  
－ロドトスの どげ丁叩∠り の 遠方∂∂∈きどゞ である」とは「ヘーロドトスが ど♂TPp三U甜  
したことを遠方0∂∈′斤レリ〃rするものである」ということでAl。ここに書かれた  
以外のどんな言い方をするよりも直裁簡明。   
ヰ・ 、（207・7）＝寿〆リT占言ン鮎〇㌻三リスミ／方言rαrri言続‡！ざ軌仙／呵祓加ル「大  
事業」を主語にして書くこともできる。A2。   
5・ぷ汀0¢ゞ（2帆1）：方∈∂∠0リ言だ∂三ぷ∈丁α∫方ス卵け曾㌫三ごPOンざ塾・C・   
6・最郎咽（186・3）：ね㍉あ二転申ザβ竺竺塾竺空竺バ叫匝町 をm伸坤伽  
するようにした、などと言わずにあっさり ∂‘αβα′リ（り を使ってもよくはないか  
と思うから Blと認めたが、前後の動詞の時制がすべてアオリストになって  
いる中にこのざr♂rごあーr¢だけが未完了だというのと栢償って、些か微妙。   











刀2 とした。   
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9．隷都府叩（11．5）：占Jy叩≦ツゲ∂主方言ごごズ∈∠クワ叩ぎげ丁α√・これはカンダウ  
レースの妃がギュグースに夫を殺せと命令する言葉の末尾。Alの効果絶大。  











不定法にしてdリ／げ丁α♂♂αごをdレ∠♂丁（T〃ざンOr と分詞にする（あるいだと晶ふ打m相加  
はそのままにして 恥押叩 の方を分詞にする）などという書き方でもよいが、  
これはで＝‥．柑どという慣用句を含んでいるから前後の形は整えなければなら  
ず、そうなると恥押mに対応するあ明の方もdβ∫∂∈わ とか何とかしなけれ  
ばならず、それなら恐らく d汀′〟ンざ；げ♂αご も何とかしなければならなくなって、  
要するに書き変えない方がよい。  
13・叩免りげ′9（160・5）：0∂丁∈0ぢスαぐ：叩ど臓仙＝P免りげごレざ汀のご≦三丁け鮎∂リ0占∂ん∫・  
















演説であることを示している。   
1・αたり叩（32・3＊）＝些三重丁和さ叩．叩函∵虹垂車禦・C・   





にわたる註をつけなければならなかった2）。   
5・dぎ／甜げ√ゞ（41・1＊）：（迦竺）汀叩αんEげ∠シ∂量〟α∠空室坐竺ごり・Bl・このg刑ほり  
は前の文に属していて 鉛附如mα を牒的語にしているが、叫0αん三げル と  
武頴鋸m にもかかっているととらないわけには行かない。とすれば冗刊札最句  
d∈ごd甜 という動詞も使える所なのでBlでよい。   
6・一（69・1＊）：三吐堅く？げ√とT和dクエ丁か（aゞざスニッ〟叩（訪ソごか■九1スjd∂α里坐三三竺・  
Rl．これに対して37．1＊の蛮笹鋸彗はperipllraSticにはなっていない。   
7・d万兢‘…rど（97・2）＝丁かdp納車申空室三Lぎz堅丁か丁（aリ』呵ンα／α眈Hl・   












¢ミリ∂品ゞ叩0げ∈方Ofわαシ丁の，丁∂丁三∂～αう丁占ン0ろ∂∠dんげごり．先のNo・4と同一文の一   








1臥 んβ占〃り咽（132・5）：∂…／♂αゞ〟α丁‘もぎyβ占〃Tげん丁（リαgT∴‥．C・このん一  








っと柔かくも書けるが、トウーキューティデースは敢えて固い方を選んだ。   
21・品加両町（33・3＊）：叩招丁α加／‘笹0ン丁αぐ占．′頑Ⅷ恥亘三空か∫£丁卓叩  




Al．のfて0スス0′を主語とする方が普通だろう。   
25・‘αてdスリ咽く18・1）：壬徒事∂主車て∂りて叩αリリ遠ソ竺三空室竺竺吉だてギざどょえd－  
ん「∴ し、．   
26．－（107・6）：TO〇堀“仙〟αTrrス～う♂三明∂汀0〆ヴ．D．   
27．〝∂スαげ∠ゞ（41．2＊）：No．14の引用文参照。B2。   
28・叩′げ∠ゞ（23・1）：TO∂TO．．．丁αズエアαン丁か叩／♂∫リg♂Zミリ．Bl．この 方〆（叩  
を岬晶の如何なる形を用いても置換えることはむずかしい。   
29．躍如J9（乱3）＝小机争”沌レ押脚hルm壷笹肌Il．方0‘0占．〃苫ゝⅥ圧  
に代えて打咋叩そのものを分詞にすることも容易にできる。   
30．－（13．1）：T和【gスエd∂ロト‥丁（右リズPギグdご…り丁≠シぶ丁看げどリgrr」（J∂ユわり琴  
符〆丁三卯り方OJOリ〝≦シワゞ．上のNo．29 と同巧異曲。Bl。   
31．斤丁／叩（18．1）：／ノミ丁（t Tキン斤丁′♂rリ丁（如り恥言りβJ朋占リ丁甜ンα占Tカリ』仙〆仙C．   
－Sis名詞再考   
32・／故坤明（6臥2＊）：占斤d折∂丁£三旦雌ざ方0∫∈わ鮎・El・ここまででも  
十分分るように、Thucのち1は大部分一仇ル＝mm㍍ である。   
33．．適期堅明（125．2）：言方JO〆∈∈げβαご∂主ご∂J片言亡きだdげ丁ひJ冒‥．〃ヰeんαr〃さススヮ♂肌  






その 叩占？α♂亡；が畑＝m勘肌ではなく TO∂汀Oj三〃めという不定詞によって  
限定されていることに勇気づけられて、Al。   
35・…占スス叩∠ゞ（13ヰ・1）＝ざリT方汀占ス三ど！堕阜最勿竺竺g加rO∂竺竺・Bl・   
36・…函β即亡ど（61・3）：些．竺卓竺ごり竺聖攣ど竺の！斤α～…叩〃α如レdレ町柑′αレ・81－  
これなどもこれ以外の形では書きにくいだろう。   
37．叫叩厄咽（ヰLl＊）：No・5を参照。Bl。   
38・← （92）＝0占∂主7一よp些忙〃JスJ〃ガ，dススdrリム仰チα。竺㌣吉竺ご・C・   
39・万α〝dr∠p≡げ∫ゞ（1Z2■1＊）：ぎり一理両脚＝kおm叩，／Jdス∠♂丁α三空車β竺旦ゼ？竺  
丁伽叩の♂占∂（仙・「同盟屈匠）正晶折肌梢（これは既成概念）は特に 叩ゐ濾”を  
方叩αJ〆似するものだ」というわけで、Al。   
40．叫0α／丁押ゞ（73．3＊）：No．11を参照。C。   
ヰL 叩丘レ0∠岬∫ゞ（Z5・ヰ）‥方α丁占Tカリ¢αrd片付リ千旦竺竺≠塑丁和〟叩〝6叩・  
C．これもThuc の造語。のみならず、この語の派生源たる動詞 叩0己シOJ〝さ〟  







で、そうすると Tl－uCIのperipbrastic－Sisは2・4頁に1語の割で使われ  
ていることになり、HdtIの乱3頁に1語というのに比べればかなり多い。こ   




というのはない。んαズdクヮ♂rゞ，dリdげ丁α呵，方β∂pαの曾 というような、如何にも  
Thucに出て来そうな語がおのおの5回出ている、というのが最高である。そ  
の代りに多いのが新語で、その全部がTlluC の造語とは断定できないが、と  
にかく Tムuc初出の－Sis というのが第1巻だけで28語もある、ということ  
は ThucIの－Sisの大体4割がThuc初出の語だということになる。上に  
挙げたPeriphrastic－Sisの中では、Ck6Kレワ叩，d方0TE！x”｛ゞ，∂ヰ）w（叩，桝rヮoEゞ，  
言方叫OdTでげ∠ゞ，；キス似げ∫ゞ，〟αTdユリ♂どゞ，〟丁／♂Jゞ，〃三人jヮ耶，βスJ¢叩げごぐ，方叩α／」のど略，汀α－  




というか、とにかく Periphrastic－Sisは殆どない。   
1．言方／♂丁α略（』習α∂ⅠⅠヰ．2（））：∂げ0ン∂去ズ〝ん仙丁占 か〟d〃£ゝ0リ丁β∂♂叩α一  
丁叩αTO9ざ汀‘♂丁叩ざe，TOけ0リ丁仙ギリdレ町叩ZPOレ0レ∂～鋸0リTO∂げ叩α丁叩αTOゞ  
挫ヰγざ誉（聖堂・A3・ざ瑚ソ‥・TDげ05TOレの前半に数詞を、後半にその  





はない、ということが知られるのだが、AnabI，ⅠⅠを通じて Periphrastic  
－Sisというのはこれしかない。ただ－Sis名詞というだけなら延べ35。』乃αゐ  
1，IlのOCT－Hdtに換算しての頁数は65だから、－Sis名詞はl・8頁に1語  
だが、Periphrastic－Sis となると上記のような有様である。  
以上3者を歴史凛としてまとめてみることに意味があるかどうか分らない  
が、とにかくまとめてみると、総頁数278、Al＝6，A2＝2，A3＝2，A3＝2，   
－Sis名詞再考  
Bl＝19，B2＝6，B3＝1，C＝18，D＝3 となる。  
2  
次に弁論家をひとわたり見てしまおう。まずアンテイボーン。  
1・αみ押ゞ（月初■ 4）：三～芳心ゞ㌻ふβんdゆdげ∫γ三drα鮎行応α～些三L三を車±  
聖塑丁かd甲南肌ジ晶可聯ル丁纏い叩0リげごン，0ろ方言pぶα～of∂Jd忙0レTg9grリズOリ  
些竺α～丁牢げ∈（りむ無論両方C。この戒γ常を分詞などで置換えることはでき  
るが、この前後関係では文を悪くするだけだろう。   
3・dソn／押∠ゞ（鈍才γⅠⅠ3・6）：叩～T∂り丁和dレ竺∠殖闇＝叫ゆ亮和典擁明・  
「（投槍を）取上げる時を誤って」D。   






躊躇しつつもAl。   
6・∂ごdrン血打ごゞ（Cゐ∂r18）∵か空堕竺聖ゾ禦血触・Bl・   
7．∂∂♂∫ゞ（拘乃18）：ご叩dげ叩αr．．．占／ノアレ∂∠ギr≠げαけ触J，ふ冒i／ミ7ノん琴丁αJう∂占（r吋  
TO∂p叩〃d片0リ・これは典型的なAlの例。  
：・ ・    ＝ ′・・： ・、‥・・、・、、‥    ・．、・・・、・  










かも知れないが、前後の脈絡と演説の調子を考えれぼ、これでも自然な文章で   
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ある。  








86貢になる。そこで、Ant では Periphrastic－Sisは5．7頁に1語の割で現  
れることになる。  
次はリュシアース。  
1．dリα／β£♂∠ゞ（ⅠⅠ7）：ゴ∂三〃りTOαβ丁品ン∂の如αr T（aシリ；叩ゐリdシα／p∈げrリ．Bl．  
ん吋四川が「遺体収容」という概念として用いられる（たとえり叩∂ンを伴わ  
なくても）ことがあることほ確かだが、ん叩血 という動詞の中動相がすでに、  
HdtやThuc において「遺体を収容する」「週休を引取る」という意味で使  
われているので、月1。   
2・（呈汀d∂e帝冒（ⅩⅠI19）：TO∂叩J汀0リご0∂αら丁（みレ卓車重三ぎくしぎニの少竺丁？・Bl・   
3・綱叩昭（ⅩⅠⅠ30）：∈～ゞ丁ふゞ0～方′αゞ押07ノ‥・紆叩拙汀P√OJ〃ミリOr・81・   
ヰ・〝αTdんげどゞ（ⅩⅠⅠⅠ20）こTA函〆叩α丁α・・・わぃ聖竺嬰竺TO6∂恒り塑二  
り・B3・   
5・忙〆げ∠ゞ（ⅩⅠⅠⅠ35）：三溝甜ゞ車竺丁〃～§・叫odげご丁〃JTOr9塑坐竺・月1・   
6・〝≠リリ叩（ⅩⅠⅠⅠ32）：丁どレきぐ言方£〃ミス0如0ざ花町柑～ざレ丁¢∂緑甲叩～丁（訪ソ  
♂叩αTW品レぶα～T（∂ン丁αぎどdβX別型し控竺三竺・Al・〃ワシリグ‘ゞを．叩′j佃とい  
う動詞に置換えて書けないことはないが、何か異様な文章になりそうである。   
7・叩∂け丁αぎrど（ⅠIl）：キ方J毎〃のど∂0〟三デ‥．ギa均一¢ソ汀ワリ叩0♂丁α‡rリ汀0ご－  
£わ♂αど．Bl．  
リュシアースの七つの演説に見出される periphrastic－Sis はこれで全部で  
ある。Al＝1，Bl＝5，B3＝1・取上げなかった－Sisは34。従って－Sis名   
－Sis名詞再考  
詞全体に対してperiphrastic－Sisの占める比率は約17％。またこの七つの演  
説の頁数は（例の如く OCTqHdtに換算して）82。それゆえ、ただ－Sis名詞  
というだけなら2頁に1語使用されているが、periphrastic－Sisとなると11・7  
頁に1詣である。  
次はアンドキデース。   
1．柑Tdんげ∠ゞ（物∫ 36）：言汀～碩TO∂∂毎〃りだα丁αjJヴ三ご．C．   
2・－（乃コC 6）＝J∂和0冒片㌦三ス物；丁∠∂≦；空里竺三三全て些T”己ゞ∂ヰ〃0リ  
竺ヰ桓聖ま妬赫笹町 たたみかけるような問いかけ。同じことをいろいろに  
言い方を変えて相手に詰め寄っている文章の一部。B2・   
3・－（只野12）‥∂ご叩′こ叩代∴‥丁∂ソ∂主汀Jス三／く0リ∂毎けり竺m哩聖・  
A3．   
4・／ノミT‘壬げT（Y叩（且適 8）：舅壷‥．三～ス∂〃ワリTα〇ご（ど，βご．抑㍉ぬし兢叫＝最  
ZPOレ¢り 方ス三ね丁仙 0わ言ざリ言．“三スス∈ソ，占／血∂主 丁αZご♂㌃ギリ TO∂ ニ叩ロリTPゞTdTg仁α〟〃∂  
些堕竺聖扇埠叩が二つの目的語句を持ち、それが言／畑どノく主り・・・と ∂／血  
∂主 と対照し、前者はそれをTaう丁α蓬と受けて名詞節となし、後者は－Sis名  









なかった。因みに（を叩∂即‘9は且勲∫ 9，d言占∂；ど∈∠ゞは月βd 3でそれぞれ1度  
使われているだけだが、ぎり鮎r…‘ゞは叫ぶで5回、．と∫≠リ▼ノげ‘ゞはやはり叫∫で15  
回使われている。   
アンドキデースの －Sis名詞は15語36箇所、内periphrasisは4である。  
法文の引用等を除いた演説本文を例によってOCT－Hdtに換算すると66頁と  
なる。従って、Andは－Sis名詞は1・8頁に1語の割で使用しているが、その   





1・和ご如（助dg 53）：グル吉βか7■毎‥正絹パ歳∵ヰノ萌ポ加てやノ涛卜節句相  
好α；貫¢ごガ¢α：〟α～てαβぬニス三どβT’dr〔！βd．要するにC。   
2・よ招廟知（劫〝17）＝㌃占り〃ヰー′Jん0リ空理己史ヒ竺坐竺竺丘歳 ′こα～・  




れは無いに等しい。それでいてこの二つの作品で使われた －Sis名詞の数は延  






も、今見たのはIs の全著作の1割強にしか当っていなくて、残りの全部に目  
を通すと様子ほ違って来るかも知れない。しかしそれほど大きく違っては来な  
いだろう。  
ついでだから全部見てしまおう。今度はアイスキネース。   
1・dリdげ丁α叩（C£126）：£J’dリαげTdげ∈rTか言方片ノウ♂／αゞのβげ竺ゞ・B3・   
2・ん昭垂叩咽（Cf 87）：勘り〃キジど斤わαJり‘dズり川∂方ギリdンαZdクヮ略・Al・  
とは言え、これもperiphrasticかと言われそうな句。   
3・n叩血坤昭（Cf 71）：∂r良丁か丁ゐリーガスス亭り伽り汀αPdぶjでげ鮎C．  






1・∂∫drレ似げごゞ（Coγ 7）‥品Ⅶ卑生竺竺り聖卸竺一三汀叩～左方dレご餌レ・Bl・   
2・ざ∈ざ丁αげごぐとd汀∂∂£ど∈∫ゞ（Coγ310）：TOdT（ひリ㌻ふβd汀dソニ仙レ空言ンTOねぷレ仙  
zpルβど甘言…≦丁α♂ょも－，〟α～g∂山〟ミリ∂万叩三ス舶リZ。〃0リ0ゞ汀〃スス＆ゞd汀0∂≡／ぎ粥．Al，Bl．   
4．言ぎざ丁αげ∠ゞ（Cor 320）：丁（∂り方0スdノ〟g占こどンざ丁ニ．√川りβ0リ旬∫jシ仏ソ鍔古丁αのゞか．  
Al．   
5．（C∂r 226）：L0‘亡く∠；〟リ．‥0∂ズ～丁ゐ汀三方クス汀叫－≦リ¢ルざ…ざ丁α♂ル方0ど毎ごリ  
擁和．Bl．   




なかった文献に当ることによって、確証あるいは修正する必要がある。   
7・叩／叩（Cor 226）＝叫瑛仙‥・物∂り竺堕レg♂げ∈？触∫・A3・   
8・斤丁寿げどゞ（C仰■ 308）＝些里竺．“jン0叫〃ど′αリ？言pロリ丁αゞ¢う∂’d7‘α鮎う〝て牟竺竺  
0ら∂三ンJゞ．B2．   
9・勒咽：上記No．8を見よ。Ⅰ主2。  
10・叩0α∠p三叩（Cor 292）＝頭三PO叩ぎ聖ざ丁（石レ〝∂ごンdレ・C・  









詞全体に対する比率は12ワも強である。   









しかし馬鹿になって敢てやってみると、Aes はOCT－Hdt で7・9頁に1語  
periphrastic－Sis を使い、Sophは7・1頁、Eurは8・7貫となる。一そこで  
悲劇詩人も歴史家も弁論家も全部つきまぜて、periphrastic－Sisを多用してい  
る順に並べてみる。数倍はOCT－Hdtで何頁に1語一Sis periphrasisが現れ  
るかを示し、勿論数値の低いほど頻度数は高い。  
①Thuc 2・3 ⑧Ant 5・3 ⑧Soph 7・1 ④Dem 7・8  
⑤Aes 7．9 ⑥Hdt 8．3 ⑦Eur 8．7 ⑧Lysll，7  
⑨And13．2 ⑩Aesn26．7 ⑭ls  28．3 ⑱Xen 34．5．  
この表で目につくのは何だろう。①② と ThucとAntが並んで初めに現れ  
ていることもその一つ。トウーキューデイデースはアンテイボーンからかなり  
影響を受けたとは多くの書物の教える所であが）。悲劇詩人は揃って中位の所  
に並んでいる。弁論家はAnt（それに恐らく Dem）のような例外はあっても  
概して低い。最後の2人、Aesn とIsに至っては－Sis名詞を periphrastic  
に使うことなど頭にないと見える。歴史家は－【月dtとThucとⅩenを「歴  



























おいてよさそうである。   
逆に目立つのはAl，Bl，B2，Cである。捨てもしない、目立ちもしない  
と残されたのはB3だが、これは、前号108頁の表を参照して頂けば分るよ  
うに、詩人のB3 が11％にもなり得た唯一の原因はエウリービデースにあ  
る。つまり、三才ゞ－－♂Jリさpズ叩（どご というような言い方を、エウリービデース以  
外の詩人はしなかった、ということなのである。とすれば、そのこと自体は覚  
えておくに値しようが、今ここでは考慮の外に贋いてもよい。   






ということなのである。   
Bの方はどうか。すでに召3 とB4 とは考慮の外に出してしまったので、  
丑1と B2を考える。玉1ほ、歴史家であれ弁論家であれ散文作家では詩人  
の倍も使っている。これは確かに大変な違いである。所が、Blであれ82  
であれ動詞の目的語という点では同じだからと、Bl＋82の数を見ると、詩   
柳 壬盲丁 重 剛  
人、歴史家、弁論家の間に殆ど差がない、つまり Blがふえた分だけBZが  
減ったのである。B2 というのは－Sisが→般動詞の目的語になっている場合  
だから、それが減ったということは －Sisを目的語とする動詞がその分だけ減  
った、言い換えれば、－Sisを目的語とする動詞がある範囲内に固定し限定され  























い。」そして彼によれば、上の文中の ざ汀rT吉zレワ叩 とか丁（；シ丁ど〃〔岬r∂リαTO万Jα  
とかミ～α勅缶丁（訪ソん叩dT仰りαき／（〃略とか∈クど丁庄吉pγαdレ丁ワススαr〃g叩∂一応αJ′伽げ‘ゞ  
とかいうのはすべて「詩的な Periphrasis にこそふさわしい（叩∫p。Odげ朝  
方叩Tr正和さ♂丁ル0∠方言rOT菖。川）。」   
なるほどと思う。上に引用されたトウーキューデイデースの文章は極端とし   































認めないわけには行かない6）。それでも折角調べたのだから何か言っておく気   
18  柳 沼 重 刷  
になれば、（1）平均して言寺人より散文作家の方が多くの不定法を使う。最も少  
ない Eur はOCT－Hdtの1頁に5．3個の不定法を用いているのに対し、最  










るのに対し、Hdt を除く散文作家は約60％ を前置詞の目的語として（っまり  
副詞節的な意味を担わせて）用いている。この最後の点は、－Sis名詞の用法の  
中でCが、散文になって俄然目立つようになった、というのと明らかに対応  





多めに －Sis名詞を使っていたデーモステネースが、不定法の用法でも際立っ  
ている、ということだろう。   
いずれにせよ、不定法もまた －Sis名詞同様散文の時代になってふえたとい  



















1V6rterbuch”に登載されている －Sis名詞総数の十分の一になるかどうか。  
しかも各詩人が共通して使っている －Sis名詞というのもあるのだから、それ  
を差引けぼ、十分の一己こはとてもならないだろうことは間違いない。言い換え  




ということになろうか。   




勤めさせるなどということは、その －Sis名詞の中でも、いっからだか分らな  
いほど古くから詩人たちによって伝えられて来た、ごく→部の限られたものに  
ついてだけできることだ、ということになるのは当然だろうと思える。   
ヘーー1コドトスとトウーキューデイデースもかなり多くの－Sis名詞を作った。  
そしてトケーキューデイデースは、その新しい－Sis名詞をも古来の－Sis名詞  
と同じように使おうとした。これは彼の場合、arChaism というよりは、－Sis  
名詞が本来持っている簡潔な表現を可能ならしめる力を利用したものであろ  
う。ただ彼の場合これを利用しすぎたもので、どうかすると先刻紹介したThuc  
】1Ⅰ82．3 のようなことにもなった。あれとディオニュシオスの文を比べてみ  
て、ディオニュシオスの方が分り易い最大の原因は、彼の文では、文を構成し  
てt、る語群（COIon）が一つ一つはっきりしていて、文をそのCOlon ごとに縦  
線でも引いて区分することができ、なおその上に、おのおのの COlonが互に  
どうかかり合っているかも初学者にも分る、という点にある。トウーキューデ   
柳 沼 薫刹  
イデースでは文の構成要素が入り組んでいて、とても簡単に縦繰などは引けな  













げどゞ がこれらのうちのどれであるのかは読んでみないと分らない、つまり一目  
瞭然というわけには行かない。こういう不便さは不定法にはない7｝。－Sis名詞  













ス以後見られる別のiこ、「見られる」程度に止まったのはなぜか分らない。   
こうして、－Sis名詞の起源はかなり古く、詩の中ではこれを生きた言葉とし  
て、特に簡潔な表現を得るために十二分に機能したが、散文になってからは、  
何でも動詞幹に －Sis をっければよいという安直さが生かされて巨大な造語力   
ーSis名詞再考  
を発揮した一方で、そうして生れた語はすべて単語にすぎず、他の語と結びっ  
くにしても、限られた動詞の目的語となって慣用句を作る、つまり Blとし  
て機能する、というのが精一杯のことになった。   
一つだけ気になる問題が残る。それは、トウーキューデイデースが移しい数  
の－Sis名詞を自分でも作り、また先人から受継ぎもして、その用法も変化に  






l）『文重言語研究』（筑波大学文芸・言語学系紀要）言語篇4（1979），91－114．   
2）A．W．Gomme，A HisioricalComme〝Tary on TAucydz■des，Vol．1（0Ⅹford1945），  





ほぼ86真になる。以下Loeb版からOCTLHdtへの換算はすべてこの方法による。   
4〉 閃みに、OCTrHdtの1行の長さは85ミリ、悲劇のtetrametel・は平均75ミリ、  
trimeterは平均55ミリ、1y∫icは平均40ミリである。   




422，17fr．この頁づけはL．Spengel（rec．）巨R毎吏椚■d C職域Vol．ⅠⅠ（Leipzigl鮎5；  





1・Pp とはOCT－Hdtでの頁数、2．Infとは使われているすべての不定法の数、  
は1頁に何語の不定法が見出されるか、3，SubjInf とは主語として用いられた不定法  
（ただし通常は主語と見なされている∂三～やzクヰと共に用いられた不定法を省く）、  
はその主語としての不定法の不定法全体に対する比率、ヰ＿．1rtInfとは定冠詞つき不定   
柳 沼 重 剛  
法、は帽に1語の耶Ar＝nfが使われているか、5■N＆Aとほそのうち主・  
対格で使われているもの。各項ごとに特に顕著なものを大文字で示す。  
1．   2．  
pp Inf  
頁  吉倉  
Aes  83  521  
Soph lO9  827  
Eur  lOO  534  
Hdt  lO8  881  
Thuc Nar （i8  435  
Thuc Sp  33  382  
Ⅹen  （I5  607  
Ant  8（）  860  
Lys  82  788  
And  66  6ヰ3  
Is  85  689  
Aesn  80  6年9  
Dem  86  769  








??2  s11bj  















言える。   
8）今回見た悲劇作品に関する「芽ミリ、不定法のこの用法は、アイスキュロスとソポクレ  
ースには見当らなかった。   
